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一般会計 県支出金

円 倉器が
78千円

その他
21,445千円
040/O、

教育費
1,381,223千 円
248%

土木費
482,467千 円
86%

5,726,270千円

5,578,975千円

衛生費
356,071千円
64%

08,458千円
9%

IⅢ ,「 1:、 ill■ ll■ ■:!■ |_.=|ェ●=i ⅢⅢ■:■■i■ :

【一般会計の推移】

【特別会計】

過「束対策事業債 2,126,220

義務教育施設整備事業債 521,661

公営住宅建設事業債 317,096

公共事業等臨時特例債 7,351

一般単独事業債 830,358

財源対策債 99,364

県貸付金 238,040

臨時財政特例債 57,859

一般公共事業債 227,262

災害復旧事業債 8,451

減税補てん債 96,905

臨時税収補てん債 26,602

臨時財政対策債 75,800

合 計 4,632,969

統合中学校校合建築事業

統合中学校用地購入事業

集落地域整備事業

茸生産出荷施設整備事業

中央線道路改良事業

農業基盤整備促進事業

運天漁港機能高度化事業

諸志山釜原線道路改良事業

526,83フ

155,071
183,6フ 2
249,128
183,500
71,813
641800
64,フア6

村債現在高の内訳(勒 ]4年3削鯛在)軸千円
年度

区分
歳 入

対前年度
増減率 歳  出

対前年度
増減率

平成 43年度 5,726,270 87% 5,578,975 90%

平成 42年度 5,266,588 △ 4205% 5,117,454 △ 1057%

平成 4+年度 5,988,287 1635% 5,722,207 1367

会計名 歳 入 歳  出 差 引

国民健康保険 1,325,235 4,280,044 45,191

老 人 保 健 1,340,924 1,336,986 3,938

水 道 事 業 240,830 273,530 △32,700

介 護 保 険 815,082 801,975 13,107

主 な 事 業 単位:干円本寸有財産】犬況 (平成14年3月 31日現在)
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新
成
人
の
門
出
を
祝
う

真
新
し
い
ス
ー
ツ
や
、
振
袖
姿

の
新
成
人
百
二
十
二
人
が
出
席
し

て
、
平
成
十
五
年

の
成
人
式
が

一

月
四
日
、
村

コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
で
開
か
れ
た
。

主
催
者
の
村
青
年
会
長
比
嘉
均

さ
ん
は
「
こ
の
若
さ
を
特
権
に
失

新
年

の
集

い

村
主
催
の
「新
年
の
集

い
」
が
、　
　
い
財
政
状
況

で
は

一
月
四
日
村

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
　
　
あ
る
が
、
一局
齢
化

、

タ
ー
で
開
か
れ
、
関
西
今
帰
仁
村

　

一局
度
情
報
化
、
国
際

人
会
員
を
は
じ
め
村
内
外
か
ら
約

　

化

な
ど

に
対
応

で

三
百
人
が
出
席
し
、
新
し
い
年

の

　

き

る
よ
う

に
村

民

町
今
帰
′・

▲勢い良く鏡割りが行われた

と
と
も
に
行
政
運
営
を
実
施
し
て
い
き
た
い
」
と
年

頭
の
あ
い
さ
つ
を
述
べ
た
。

そ
の
後
、
関
西
今
帰
仁
村
人
会
長
の
上
間
重
夫
さ

ん
、
村
内
各
種
団
体
長
ら
五
人
が
威
勢
良
く
鏡
割
り

を
行
い
本
村
の
発
展
を
誓
い
合

っ
た
。

新
年
恒
例
の
第
二
十
五
回
今
帰
仁
村
新
春
ロ
ー
ド

レ
ー
ス
大
会
（村
体
協
主
催
）
が
、
一
月
二
日
村
運
動
公

園
を
発
着
点
に
開
催
さ
れ
た
。

レ
ー
ス
に
は
村
内
外
か
ら
小
学
校
二
年
か
ら
、五
十

代
ま
で
四
百
三
十
人
が
参
加
、沿
道
の
家
族
や
友
人
ら

大
勢
の
声
援
に
励
ま
さ
れ
、初
走
り
を
楽
し
ん
だ
。

新
春
恒
例
の
、
本
今
消
防
出

初
め
式
が

一
月
六
日
、
同
消
防

本
部
構
内
で
開
か
れ
、
来
賓
多

数
が
見
守
る
中
、消
防
職
員
、非

常
勤
消
防
団
員
の
人
員
報
告
や

服
装
点
検
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。

功
労
者
ら
の
表
彰
の
後
、
管
理
者

の
仲
里
吉
徳
村
長
が
「住
民
生
活

の
安
全
を
確
保
す
る
為
、
人ウ
後
さ

ら
に
消
防
業
務
の
向
上
に
努
め
て

い
た
だ
き
た
い
」
と
訓
辞
。

続
い
て
県
知
事

（竹
内
孝
夫
県

消
防
防
災
課
防
災
対
策
監
代
読
）

ら
が
激
励
の
言
葉
を
述
べ
た
。

村
関
係
者
で
表
彰
さ
れ
た
方
々
は

次
の
と
お
り
。

Ｏ
消
防
功
労
者
表
彰

▽
照
屋
　
晃
（渡
喜
仁
）

○
永
年
勤
続
功
労
者
表
彰

▽
金
城
正
明
（仲
宗
根
）

▽
浜
里
良
太
（仲
宗
根
）

○
優
良
消
防
職
員
表
彰

▽
松
田
．
聡
（運
　
天
）

新
年
の
飛
躍
を
誓
う

飛
躍
を
誓
っ
た
。

野
村
流
古
典
音
楽
保
存
会
（上

間
精
光
氏
外
）
の
二
味
線
と
琴
の

調
べ
で
幕
を
開
け
、
主
催
者
を
代

表
し
て
仲
里
吉
徳
村
長
が
「厳
し

敗
を

恐
れ
ず

自
分

の
可
能
性
を
信
じ
、

夢

に
向

か

っ
て
突

き
進
ん
で
ほ
し
い
」

と
エ
ー
ル
を
送

っ
た
。

新
成

人
を
代
表

し
て
小
那
覇
安

礎

さ
ん
（渡
喜
仁
）
が
「義

務
と
責
任
を
自
覚
し
、

社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
な
大
人
に
な
り
た
い
」
と

成
人
に
な
っ
た
決
意
を
述
べ
た
。

式
典
終
了
後
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、村
青
年

会
が
余
興
で
貪
場
を
楽
し
ま
せ
、
「は
た
ち
」
の
門
出

を
祝
っ
た
。

新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会

▲余興を楽しむ新成人達

▲寒さの中で快走する子供たち

新
年
に
健
脚
と
減
う

千穏無事を祈願
本今消防出初め式

▲服装点検を行う関係者
ｉ

〓

壌

″
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昭
和
二
十
二
全

九
四
人
）
年
九

月

一
日
　
北
山
高
等
学
校
は
今
帰

仁
村
字
崎
山
の
区
事
務
所
で
開
校

式
を
行

い
、
ア子
」
と
字
仲
尾
次

の

両
区
事
務
所
を
仮
校
合
と
し
て
ス

タ
ー
ト
し
た
。
十
月
七
日
、
新
校
舎

落
成
に
と
も
な

っ
て
移
転
す
る
ま

で
の

一
カ
月
余
り
こ
こ
に
通

っ
た

の
で
あ
る
が
、
名
護

の
学
寮
生
活

か
ら

一
転
し
て
、
運
天
の
自
宅
か

ら
の
徒
歩
に
よ
る
通
学
は
気
が
重

く
、
特
に
仲
宗
根
か
ら
の
裏
道
は

初
め
て
で
、
役
場
の
後
ろ
を
通
り

越
地
の
部
落
か
ら
ウ
ン
ビ
を
抜
け

て
ジ
エ
ン
サ
川
に
か
か
る
み
な
と

橋
を
渡
り
、
と
ぼ
と
ぼ
と
崎
山

へ

の
道
を
登
る
頃
に
な
る
と
幸
さ
を

感
じ
、慣
れ
る
の
に
時
を
要
し
た
。

記
録
に
残
る
九
月
二
日
の
始
業

式
は
印
象
に
な
く
、
崎
山
の
ハ
サ

ギ
の

一
角
に
仮
便
所
を
作
る
た
め

の
穴
掘
り
作
業
が
記
憶
に
残
る
。

我
等
三
年
生
を
テ
キ
パ
■
と
采
配

し
作
業
の
陣
頭
に
立

つ
玉
城
啓
佐

先
生
の
印
象
が
深

い
。
次
に
授
業

だ
が
、
当
時
と
し
て
は
破
格
な
ほ

ど
立
派
な
瓦
葺
き
の
崎
山
区
事
務

所
、
そ
の
正
面
棟
部
分
が
三
年
生

の
教
室
、左
手
に
続
く
シ
ム
（下
座
）

的
存
在
の
棟
が
職
員
室
、そ
し
て

一
・

政

二
年
生
の
教
室
は
数
百
メ
ー
ト
ル

離
れ
た
隣
字

・仲
尾
次

の
区
事
務

所

全
一棟
続
き
の
青
年
倶
楽
部
）
、

先
生
方
は
教
材
教
具
を
携
え
て
、

時
鐘
の
聞
こ
え
ぬ
こ
の
教
室
に
時

間
割
に
そ

っ
て
時
間
の
目
安
を
付

け
、
交
互
に
通

っ
た
の
で
あ
る
。
先

生
方
は
定
め
し
大
変
で
あ

っ
た
る

う
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
ま
し
て
大

変
だ

っ
た
の
は
字
運
営
の
心
臓
部

を
丸
ご
と
提
供
し
た
両
字
区
民
で

あ

っ
た
ろ
う
。

今
帰
仁
村
民
が
朝
野
を
あ
げ
て

一
体
と
な
り
高
校
新
設
に
心
血
を

注

い
だ
事
に
つ
い
て
は
、
前
回
の

連
載
で
触
れ
た
が
、
直
接
の
地
元

と
な

っ
た
崎
山
。仲
尾
次
両
字
が
、

そ
の
後
さ
ら
に
校
長

・教
頭
住
宅

の
建
築
を
す
る
な
ど
、
い
か
に
両

字
民
が

一
丸
と
な

っ
て
事
に
あ
た

っ
た
か
が
偲
ば
れ
る
。

ほ
ど
な
く
編
入
試
験
で
も
う

一

学
級
全

年
生
）
増
え
た
の
で
、
事

務
所
の
前
の
肥
料
倉
庫
だ

っ
た
と

こ
ろ
を
手
直
し
し
て
教
室
に
あ
て

た
が
、
土
間
に
机
を
並
べ
た
だ
け

の
新
入
生
の
少
人
数
学
級
（十
四
名
）

は
二
年
生
の
教
室
に
比
べ
て
い
か

に
も
お
粗
末
に
思
え
た
も
の
で
あ

ワハ〉。編
入
生
と
い
え
ば
、
フ⊆
の
他
に

も
二
年
生
に
編
入
で
入
っ
た
生
徒

が
三
名
い
た
。
一二
年
生
で
あ
る
私

よ
り
三
～
四
歳
年
上
で
、
い
ず
れ

も
温
厚
な
人
柄
、
年
長
者
の
落
ち

つ
き
、
苦
労
人
の
様
相
が
そ
れ
と

な
く
窺
え
る
人
達
で
あ

っ
た
。
ま

た

一
年
生
に
編
入
さ
れ
た
生
徒
た

ち
も
ほ
と
ん
ど
私
と
同
年
か

一
つ

上
で
、
そ
の
多
く
が
、家
庭
の
経
済

的
な
理
由
か
ら
名
護
の
学
校
へ
の

進
学
に
涙
を
呑
ん
で
思
い
止
ま
っ

て
い
た
と
こ
ろ
、
地
元
に
高
校
が

新
設
さ
れ
て
念
願
が
か
な

っ
た
人

達
で
あ

っ
た
。
当
時
、
名
護
は
そ
れ

ほ
ど
遠
く
、
農
村
は
貧
し
か

っ
た

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

思
わ
ず
編
入
生
の
こ
と
で
話
は

そ
れ
た
が
、
授
業

（座
学
）
は
始
ま

っ
た
が
運
動
場
が
な
か
っ
た
の
で

体
育

の
印
象
は
き
わ
め
て
薄

い
。

ハ
サ
ギ
で
ま
ね
ご
と
を
し
た
か
も

し
れ
な
い
が
‥
　
あ
る
日
、
生
徒

職
員
全
員
が
記
念
運
動
場

（仲
原

馬
場
と
今
帰
仁
小
の
校
門
を
下
り

て
県
道
ま
で
の
二
辺
に
挟
ま
れ
た

三
角
地

（現
在
ク
ボ
タ
農
業
機
械

等
が
あ
る
と
こ
ろ
）
で
、
体
育

（バ

レ
ー
ボ
ー
ル
、
リ
レ
ー
等
）
の

一
日

を
過
ご
し
た
印
象
は
強
く
残

っ
て

い
る
。

十
月
七
日
、
新
校
合
に
移
り
石

こ
ろ
だ
ら
け
の
校
地
が
村
民

（小

中
校
生
を
含
め
て
）
あ
げ
て
の
勤

労
奉
仕
で
徐
々
に
整
備
さ
れ
て
い

く
な
か
で
、
小
浜

一
芳
先
生
の

一
。

二
年
生
に
対
す
る
厳
し
い
体
育
指

導

今
」
れ
が
後
の
陸
上
王
国
を

つ

く
る
原
動
力
と
な
る
）
が
始
ま

っ

た
が
、
残
り
数
力
月
の
二
年
生
に

は
及
ば
な
か
っ
た
。

山

一回

一想

続

編
）落
う

ヽ

，

ノ

穂
拾
い
の
記
二
／

１

＼

一期
生
在
学
七
カ
月
の
哀
歓

―

盈Ⅷ
　
運　天

▲開校当初の 3年生の教室 (35周年記念誌より)
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争狙めて今掃仁の

家庭で宿泊

北
国
の
山
形
県
酒
田
市
か
ら
今

年
も
「少
年
の
翼
女
団
長
・茂
木
章

氏
）
の

一
行
四
十
五
人
が
、十
二
月

二
十
四
日
か
ら
三
日
間
滞
在
し
今

帰
仁
村
の
自
然
、文
化
に
触
れ
た
。

二
十
五
日
に
は
、
歴
史
文
化
セ

ン
タ
ー
や
、
人フ
帰
仁
城
跡
の
見
学

の
後
、
古
宇
利
小
、
湧

川
む
曇
里
奮

六
与
金

と
の
交
流
会
が
村

コ

ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ

で
行
わ
れ
、沖
縄
の
伝

統
芸
能
「
エ
イ
サ
ー
」

を

一
緒
に
踊

っ
た
り
、

自
己
紹
介
カ
ー
ド
を

交
換
し
合

っ
て
交
流

を
深
め
た
。

交
換
会
終
了
後
、村
中
央
公
民
館
で
、夕
食
の
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
が
ふ
る
ま
わ
れ
、仲
良
く
食
事
を
楽
し
ん

だ
。
そ
し
て
村
内
の
家
庭
で
宿
泊
し
、ハ
フ
帰
仁
村
の
子

ど
も
た
ち
と
生
活
を
と
も
に
し
て
南
国
沖
縄
で
貴
重

な
体
験
を
し
た
。

市′ の翼

▲自己紹介カードを交換し合う子供たち

▲親子連れが参加したもちつき大会

】

村
社
会
福
祉
協
議
会

地
域
住
民
の
交
流
を
図
り
な
が
ら
、
子
ど
も
た
ち

と
初
春
の
雰
囲
気
を
楽
し
も
う
と
村
社
協
《
ム
長
・上

間
敏
雄
）
主
催
の
「新
春
も
ち
つ
き
大
会
」
が

一
月
十

一
日
、中
央
公
民
館
中
庭
で
開
か
れ
た
。

こ
の
日
は
、
「お
と
ば
学
園
」
の
園
生
を
は
じ
め
民

生
児
童
委
員
や
家
族
連
れ
な
ど
大
勢
が
参
加
、新
春

の
楽
し
い
ひ
と
時
を
過
ご
し
た
。

準
備
さ
れ
た
二
つ
の
臼
で
も
ち
つ
き
、
「よ
い
し
ょ
！
」

の
掛
け
声
に
合
わ
せ
て
子
ど
も
た
ち
が
交
互
に
も
ち

を
つ
い
た
後
、柔
ら
か
く
て
温
か
い
、
つ
き
た
て
の
も

ち
を
味
わ
っ
た
。

等
冒

一
一
〇
番
の
正
し
い
利
用
方
法

を
知

っ
て
も
ら
お
う
と
、
一
月
十

日
（
一
一
〇
番
の
日
）
に
本
部
警
察

署
主
催
の
街
頭
パ
レ
ー
ド
が
役
場

前
広
場
で
行
わ
れ
た
。

出
発
式
で
、
参
加
者
を
代
表
し

て
村
区
長
会
長
、
与
儀
常
次
さ
ん

が
「
一
一
〇
番
に
緊
急
性
の
な
い

場
合
や
、
い
た
ず
ら
電
話
を
す
る
と
、

事
件
で
本
当
に
困

っ
て
い
る
人
が

迷
惑
を
受
け
ま
す
。
一
一
〇
番
は

正
し
く
使

い
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び

か
け
た
。

ま
た
、街
頭
パ
レ
ー
ド
で
は
、人ラ

年
の
千
支
に
ち
な
ん
で
羊
を
先
頭

に
、
役
場
前
か
ら
天
底
山
岳
交
差

点
ま
で
、
一
一
〇
番
通
報
へ
の
理

解
を
訴
え
な
が
ら
行
進
し
た

色
と
り
ど
り
の
光
で

▲プレゼントを受け取る子供たち

▲羊を先頭に「110番の日」をアピール
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
事
ン
談
締
筆
ギ

冬
の
風
物
詩
と
し
て
定
着
し
て
き
た
村
青
年
会
主
催
の
、

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
点
灯
式
が
十
二
月
十
八
日
、村
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー
横
公
園
で
行
わ
れ
、家
族
連
れ
約
四
十

人
が
、
一
足
早
い
ク
リ
ス
マ
ス
気
分
を
味
わ
っ
た
。

点
灯
式
で
は
、白
い
大
き
な
袋
を
か
つ
い
だ
サ
ン
タ
ク
ロ

ー
ス
が
現
れ
る
と
、子
供
た
ち
が
お
お
は
し
ゃ
ぎ
、た
ち
ま
ち

サ
ン
タ
さ
ん
の
周
り
は
子
供
た
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
た
。

う
れ
し
そ
う
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
受
け
取
る
子
ど
も
た
ち
の

笑
顔
に
、村
青
年
会
長
の
比
嘉
均
さ
ん
は
、
「今
年
も
会
員
の

協
力
が
あ
り
、
子
供
た
ち
に
大
き
な
夢
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る

こ
と
が
出
来
た
」
と
満
足
気
だ
っ
た
。

る



４
晟帰
胚
葉
番
棚
天
底
弥
癒
褒
通
防
犯
語
話
辮

十
二
月
十
七
日
、本
フ
帰
仁
交
番
（村
吉
政
昇
交
番
長
）

は
天
底
小
学
校

（日
高
修
校
長
）
で

一
、
一
一年
生
と
今

帰
仁
保
育
所
の
園
児
ら
七
十
名
が
参
加
し
て
交
通
安

全
、防
犯
講
話
を
行

っ
た
。

警
察
官
が
所
持
し
て
い
る
ア
メ
リ
カ
ン
タ
イ
プ
に

な

っ
た
警
察
手
帳
や
、警
棒
、
手
錠
な
ど
を
説
明
し
た

後
、交
通
安
全
指
導
で
は
、
ダ
ミ
ー
人
形
を
使

っ
て
交

通
事
故
の
怖
さ
を
学
ん
だ
。

ま
た
、警
察
の
犯
罪
捜
査
な
ど
に
協
力
し
て
い
る

村
内
の
嘱
託
犬
が
、
鋭
い
嗅
覚
を
披
露
し
、
子
供
た
ち

か
ら
聴
ん
な
拍
手
を
受
け
て
い
た
。

０

０

◇

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

Ｏ

③

Ｏ

◇

◇

◇

◇

○

○

◇

◇

◇

○

◇

６

０

●

Ｏ

ё

む

０

●

ど

し

湧
川
小
中
学
校
生
徒
会

（会
長
・山
城
公
太
郎
）
が
、

一
月
十
四
日
今
帰
仁
交
番

を
訪
れ
、
日
頃

の
パ
ト

ロ

ー
ル
等
に
対
し
、
生
徒
た

ち
が
種
か
ら
丹
精
こ
め
て

育
て
た
花
苗
（ペ
チ
ュ
ニ
ア
）

を
贈
呈
し
た
。

交
番
長
の
村
吉
政
昇
さ

ん
は
「
子
供
た
ち
が
育
て

た
苗
で
交
番
を
花
で
い
っ

ぱ

い
に
し
て
、
ア」
れ
か
ら

も
地
域
に
根
ざ

し
た
、
安

全
で
住
み
よ
い
村
づ
く
り

さんいつもあ

花苗贈呈

▲熱心に話を聞く子供たち

▲花苗を贈呈する金城先生、山城君、工城君(左から)

を
目
指
し
て
交
番
員

一
同
頑
張

り
ま
す
」
と
お
礼
の
言
葉
を
述
べ

た
。

生
活
習
慣
病
予
防
週
間

二
月

一
日
～
二
月
七
日
は
、
生
活
習
慣

病
予
防
週
間
で
す
。

生
活
習
慣
病
に
は
い
ろ
い
る
あ
り
ま
す

が
、原
因
は
共
通
し
て
い
ま
す
。
過
食
、偏
食
、

運
動
不
足
等
の
生
活
習
慣
の
乱
れ
に
よ
る

も
の
で
す
。

昨
年
の
統
計
で
は
、
沖
縄

の
男
性
の
平

均
寿
命
が
全
国
の
平
均
寿
命
を
下
回
り
、

二
十
六
位
と
い
う
シ
ョ
ッ
キ
ン
グ
な
結
果

で
し
た
。
現
在

一
位
を
守

っ
て
い
る
女
性

の
平
均
寿
命
で
さ
え
、
将
来
は
危
な
い
と

専
門
家
か
ら
は
、
危
惧
さ
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

沖
縄
の
平
均
寿
命
を
引
き
下
げ
た
大
き

な
原
因
は
生
活
習
慣
病
な
の
で
す
。

「長
寿
県
沖
縄
」
は
生
活
習
慣
病
に
よ
つ

て
危
ぶ
ま
れ
て
き
て
い
ま
す
。

今
帰
仁
村
も
例
外
で
は
あ
り
ま

平
成
十
四
年
の
住
民
検
診
の
結

て

み
る
と
、
住
民
検
診
を
受
け
た

数
以
上

の
方
が
な
ん
ら
か
の

け
て

い
ま

す
。
上
位
三
位
ま
で
を
男
女
別
に
上
げ
て

み
ま
し
た
。

こ
の
結
果
か
ら
今
帰
仁
村
民

の
半
数
以

上
が
生
活
習
慣
病

の
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て

い
ま
す
。

特
に
二
十
～
五
十
歳
代

の
方
が
目
立

っ

て
き
ま
し
た
。

肥
満
、
高

コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、高
中
性
脂

肪
は
、生
活
習
慣
病
で
す
。

今
帰
仁
村
の
長
寿
も
危
ぶ
ま
れ
て
い
る

の
で
す
。

生
活
習
慣
病
は
生
活
習
慣
を
見
直
す
こ

と
で
し
か
改
善
で
き
ま
せ
ん
。
生
活
習
慣

を
見
直
す
の
は
、
自
分
自
身
で
し
か
で
き

ま
せ
ん
。

あ
な
た
の
生
活
習
慣
を
見
直
し
て
み
ま

せ
ん
か
？§

平成14年 今帰仁村住民検診で注意された項目
男性
総コレステロール (高脂血症)… 517%
BMIG巴  満)― ………………-428%
血 圧 (高血圧) ―………… …313%

女性
1位 総コレステロール (高脂血症)… … 450%
2位  BMI(肥 満)― ………… ―…419%
3位 中性脂肪 (高脂血症)… ……… … 412%

生活習慣病つてどんな病気?
肥満、高脂血症(高コレステロール・中性脂肪)、 高血圧、

耐糖能異常!(高血糖 ).、 糖尿病、痛風、動脈硬化、

虚血性心疾患、脳卒中

位
位
位

(2003年 )平成15年 2月 1日 広 報 な き じん 6
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最近犬による家畜の被害が多発しています。

村では家畜飼育者また各区長に協力をお願いし、対

策をしていますがまだまだ被害が出ています。特に

飼い犬については十分な管理をお願いします。また

村の飼い犬条例では放し飼いの場合は野犬とみなし

ます。民にかかった場合等は、飼い主に戻せない場合

もありますので注意と御協力をよろしくお願いします。

文化財発掘作業員 募集
作業内容 :軽作業

募

勤

日寺

期

泊
明
月”

女

今

６５

２

集

地

給

間

務

申込み・問い合わせ :

社会教育課文化財係 TEL56-3201

υ

■■臨:  村内4中学校 閉校式典(感謝の集い)
兼次中学校
。期  日:平成15年 3月 23日 (日 )
・日 程/午前11:00～ 11:30 校内施設感謝式

午前 1刊 :40～ 12:00 言己念碑除幕式

午後 2:00～ 3:30 閉校式典
午後 3:50～ 6:00 懇 親 会

今帰仁中学校
。期  日:平成15年 3月 22日 (土 )
。日 程/午後 1:00 総合的な学習の時間の発表会

(今帰仁中学校の歴史 )

午後 3:00 感謝の集い

湧川中学校
。期 日:平成15年 3月 23日 (日 )
。日 程/午後 2:00～ 2:40 閉校式典

午後 3:00～ 5:00 懇親会

古宇利中学校

・期  日:平成15年 3月 29日 (」L)
。日 程/午後 1:30～ 2判 5 閉校式典

午後 2引 5～ 感謝の集い

※閉校式典の会場は 4中学校とも体育館

国民健康保険証の切り替えを下記の日程で行います。

現在使用中の保険証と印鑑を持参して下さい。

場所 :各字公民館

字 名 月  日 躍  日 時   間
今 泊 3月 10日 月曜日 午後 2時～ 3時

兼 次 3月 10日 月曜日 午後 3時30分～ 4時
諸  志 3月 ■日 火曜日 午後 2時～ 3時

与那嶺 3月 ■日 火曜日 午後 3時30分～ 4時

仲尾次 3月 12日 水曜日 午後 2時～ 3時

崎 山 3月 12日 水曜日 午後 3時30分～ 4時
平 敷 3月 13日 木曜日 午後 2時～ 3時

越 地 3月 13日 木曜日 午後 3時30分～ 4時
謝 名 3月 14日 金曜 日 午後 2時～ 3時

仲宗根 3月 14日 金曜日 午後 3時30分～4時

玉 城 3月 17日 月曜日 午後 2時～ 3時

呉我山 3月 17日 月曜日 午後 3時30分～ 4時

湧 ナ|| 3月 18日 火曜日 午後 2時～3時

天 底 3月 18日 火曜日 午後 3時30分～ 4時

勢理客 3月 19日 水曜日 午後 2時～ 3時

渡喜仁 3月 19日 水曜 日 午後 3時30分～ 4時

上運天 3月 20日 木曜 日 午後 2時～ 3時

運 天 3月 20日 木曜日 午後 3時30分～4時
古宇利 3月 26日 水曜日 午前■時～午後 2時

*3月 1日 ～ 3月 31日 間は村役場国保窓口で更新を
行っています。
各字で更新できない方は役場窓口をご利用下さい。

沖縄国際大学公開語座

情報公開制度の意義と仕組み
講師

日時

場所

主催

共催

沖縄国際大学法学部教授

前津 栄健 氏
平成15年 2月 26日 (水)午後 6時30分より

今帰仁村コミュニティーセンターホール

沖縄国際大学

今帰仁村役場

沖縄県の最低賃金
えo!!最低償金もあなnO?

今回から、最低賃金は時間額のみとなりました。

※最低賃金に関するお問い合わせは:

名護労働基準監督署 電話 0980-52-2691

最低賃金の件名 最低賃金額 効力発生年月日

(地域別最低賃金)

沖縄県最低賃金 時間額604円 平成14年 10月 1日

最低賃金)

蓄産食料品製造業 時間額646円 平成14年 11月 22日

糖類製造業 時間額654円 平成14年 11月 29日

清涼飲料・酒類製造業 時間額647円 平成14年11月 27日

新聞業 時間額686円 平成14年12月 5日

各種商品小売業 時間額636円 平成14年11月 30日

自動車(新車)小売業 時間額636円 平成14年 12月 1日



自動車税の
滞納整理強 fヒ月間中

まだの方は、お早めに

最寄りの銀行、農協等

で納めてください。

自動車税事務所、各県税事務所、支庁県税課
※軽自動車税は、村役場住民課ヘ

沖縄県

鬱003年)平成15年 2月 1日 広 報 な き 8

第 19日9帰仁耐バスケ ットフ ェステ ィバデL
★大会日時 :平成 15年 2月 23日 (日 )午前9時～ 開会式
☆場所 :◆帰仁村民体育館

参加費 :1,500円

参加チームを募集します。詳しくは、今帰仁村体育協会まで

★今帰仁村体育協会 (電話 56-5955)

F■

軽自動車税は 4月 1日 現在、所有する方に対し年税が課
されます。不用になった軽自動車 (125∝未満のバイクも含む)
でも4月 2日 以降に抹消手続きを済ませた場合は年税を納
めていただかねばなりません。(軽自動車税には月割課税は

ありません。)

現在、故障や車検切れ等により抹消手続きを必要とされ

る車輌をお持ちの方は、3月末までにその手続きを済ませ

て下さい。

役場住民課 盗56-2101

わ扶8ら
せ

●

〇平成 14年度の国民年金保険料 は、月額 13,300円です。
納め忘れはありませんか、再度確認をお願いします。

万一の事故やけが等で障害者になったり、亡くなったときに、障害年金や遺族年金が受けら

れなくなってしまうことがあります。

○過去 2年以内で保険料 を納めていない月がある人 は中

国民年金保険料は 2年で納められなくなってしまいます。未納のある人は早めに納めましょ
う。納付書がない人は、社会保険事務所へ連絡をして下さい。

〇保険料免除期間。学生納付特例期間のある人 は中

就職等により納付にゆとりができたときには、その期間を納めましょう。免除を受けた期間

及び学生糸内付特例期間については、10年以内であればさかのぼって納めることができます。(追

納)納付書が必要な方は社会保険事務所まで連絡をして下さい。免除を受けた年から2年経
過後の年度から一定の金額が加算されます。(加算額 )

例

平成12年度に免除を受けた場合→平成15年度から加算額がつきます。

○将来年金を受けるためには20歳～60歳 までの間に25年間の納付か免除が必要になります。

また満額の年金を受けるためには40年間の納付が必要になります。

○忙しくて保険料を納めに行く時間がないあなたに、安心。確実な『口座振替』をおすすめします。

お振替にかかる手数料は無料で、安定的に保険料が納められますので、ぜひ口座振替をご活

用下さい。

○国民年金は世代と世代の助け合いで成り立っています。納めた保険料は自分の将来のためだ

けに納められているのではなく、年金で生活しているお年寄りの生活を支えているのです。

また、年金額の 3分の 1を国が補助して、年金制度を支えています。

役場 福祉課 国民年金係
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介護保険事業は,.平成1弊14丹 tBより、沖縄県介護保険F広―域連1合で実施します。

これまで今帰仁村が保険者として運営していた介護保険事業は、平成15年 4月 から、34市町村で

構成する沖縄県介護保険広域連合へ引継がれます。

広域連合では、34市町村が一つの大きな保険者となることによって、介護保険財政を安定させ、介

護サービスの平準化を図っていきます。

また、構成市町村の英知を結集して、保険料やサービスの適正化をはじめ、離島等サービス基盤の

不十分な地域への対策など、諸課題の解決に取り組むことによって、効率的で質の高い事業の実施

を目指しています。

これまで要介護認定等の申請や、介護保険に関する相談等を各市町村で行ってきましたが、保険

者が広域連合にかわっても申請等は今までどおり各市町村窓口で受付けます。

市

豊見城市

町

本部町、金武町、与那城町、勝連町、嘉手納町、北谷町、東風平町、佐敷町、与那原町、南風原町、

久米島町

本寸

国頭村、大宜味村、東村、今帰仁村、恩納村、宜野座村、伊江村、読谷村、北中城村、中城村、

具志頭村、玉城村、知念村、大里村、渡嘉敷村、座問味村、粟国村、渡名喜村、南大東村、

北大東村、伊平屋村、伊是名村

●

広域連合は、平成 6年の地方自治法改正により創設された制度です。

広域的に処理することが適当な事務や、これに関して国などから委託された事務について広域計

画を作成 し、総合的、計画的に処理をする地方公共団体の組合です。

沖縄県介護保険広域連合は平成14年 8月 に設立され、介護保険事業を円滑に進めることを目的と

しています。

日印印縣淵■ ◆帰仁村役場保険予防課 介護保険係 TEL 56-2101(代表 )
沖縄県介護保険広域運含 TEL 098-921-7800(代表 )

● ● 00● ● 0● 0● 0● 0● 0● 0● 0● 0● ● ● ● 0● 0● 0● ● 0

要介護認定調査員 (ケアマネージャー)を募集します

県内34市町村で設立された沖縄県介護保険広       名護市大中 2丁目12番 3号
域連合では、平成15年 4月 からの業務開始に       (県 立北部病院敷地内)

伴い要介護認定調査員 (嘱託員)を募集します。 勤務時間 8時間勤務 (原則 平日8:30～ 17:00)
●勤務条件                   休  日 土日祝祭日
職  名 要介護認定調査員 (嘱託員)     報  酬 220,000円 (社会保険等完備 )
資  格 介護支援専門員           募集人員 若千名
職務内容 介護保険の要介護認定調査及びそ  募集期間 平成15年 2月末日まで

の他介護保険認定業務      ●問い合わせ先
勤務場所 沖縄県介護保険広域連合      沖縄県介護保険広域連合北部調査認定事務所

北部調査認定事務所         電話 098-921-7880

O申請等はこれまでどおりです。

O構成市町村は1市 11町22村です。

O広域連合とは?
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常―歩村・県民税の申告をしましょう!

所
得
の
申
告
を
し
ま
す
と
…

①
所
得
証
明
、
課
税
証
明
等
の
発

行
が
で
き
ま
す
。

②
健
康
保
険
税
の
軽
減
や
国
民
年

金
の
申
請
免
除
審
査
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当
の

申
請
が
で
き
ま
す
。

④
保
育
所
の
入
所
申
込
、
村
営
住

宅
の
入
居
申
込
等
が
で
き
ま
す
。

申
告
書
を
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
人

平
成
十
五
年

一
月

一
日
現
在
今

帰
仁
村
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
①

か
ら
③
ま
で
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
人
。

①
農
業
、
営
業
等
、
そ
の
他
事
業

を
営
ん
で
い
る
人
。

②
不
動
産
収
入
（軍
用
地
料
、
そ
の

他
地
代
、
家
賃
等
）
利
子
、
配

当
金
な
ど
の
所
得
の
あ

っ
た
人
。

③
給
与
所
得
者
で
勤
務
先
で
給
与

か
ら
村
民
税
、
県
民
税
が
差
引

か
れ
な
い
人
。

④
給
与
所
得
者
で
①
か
②
の
所
得

の
あ

っ
た
人
。

⑤
給
与
所
得
者
で
、
平
成
十
四
年

中
に
退
職
し
た
人
。

⑥
給
与
所
得
者
で
、
雑
損
控
除
、

ま
た
は
、
医
療
費
控
除
な
ど
を

受
け
よ
う
と
す
る
人
。

⑦
給
与
所
得
者
で
、
年
末
調
整
後

に
扶
養
親
族
等
に
異
動
の
あ

っ

た
人
。

③
大
工
、
左
官
、
塗
装
工
、
土
木

工
、
建
築
手
伝
な
ど
の
日
雇
労

働
者
で
、
給
与
支
払
者
か
ら
給

与
支
払
報
告
書
の
提
出
が
さ
れ

て
い
な
い
人
。

申
告
に
も
っ
て
く
る
も
の

①
印
鑑

②
給
与
所
得
者
は
、
源
泉
徴
収
票

（な
い
人
は
、
給
与
支
払
証
明

圭
白）
。

③
農
業
、
営
業
等
、
所
得
の
収
支

内
訳
書
及
び
領
収
証
。

④
不
動
産
収
入

（軍
用
地
代
、
家

賃
等
）
の
収
支
内
訳
書
及
び
領

収
証
。

⑤
利
子
、
配
当
所
得
な
ど
の
明
細

圭
白
。

⑥
平
成
十
四
年
中
に
支
払

っ
た
生

命
保
険
料
、
国
民
健
康
保
険
税
、

国
民
年
金
保
険
料
、
介
護
保
険

料
、
農
協
共
済
、
医
療
費
等
の

領
収
証
。

⑦
雑
損
控
除
の
あ
る
人
は
消
防
署

の
証
明
書
。

③
勤
労
学
生
の
場
合
は
、
在
学
証

明
書
。

今年も村民税・県民税の申告の時期になりました。

申告書は、 3月 17日までに村に提出するようになつています。別表のとおり

各字公民館で申告相談、受付を行います。みなさまのこ協力をお願いいたします。

上記日程に注意のうえ、申告忘れのないようにお願いします。

村 ・ 県 民 税 申告 日程
国民健康保険税の申告にも適用されます。

今帰仁村役場 住民課

字 名 月 日 躍日 時 間 場 所

今 泊
兼 次
諸 志
与那嶺

仲尾次

崎 山
平 敷

越 地
謝 名

伸宗根

玉 城

呉我山

湧 )‖

天 底
勢理客

渡喜仁

上運天

運 天
古宇利

取6年 3月 3日

3月 3日

3月 4日

3月 4日

3月 5日

3月 5日

3月 6日

3月 6日

3月 7日

3月 7日

3月 10日

3月 10日

3月 11日

3月 11日

3月 12日

3月 12日

3月 13日

3月 13日

3月 14日

月

月

火

火

水

水

木

木

金

金

月

月

火

火

水

水

木

木

金

9!00´-11:30

13,30-16:00

9:00´ -11:30

13:30々 -16:00

9100´ -11:30

13:30´ヤ16:00

9:00´ -11:30

13:30-16100

9:00々ヤ11:30

13:30´ -16:00

9100-11:30

13:30´-16:00

9:00´ -11:30

13:30´ヤ16:00

9:00´ヤ11:30

13:30々ヤ16100

9:00″-11:30

13:30´ -16100

10130-14100

字公民館

サブセンター 税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

確
定
申
告
会
場
が
変
わ
り
ま
し
た
Ｉ

確
定
申
告
会
場
が
、
名
護
税
務
署

か
ら
港
区
公
民
館

へ
移
設
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、名
護
税
務
署
に
は
申
告
指

導
会
場
は
準
備
し
て
お
り
ま
せ
ん

の
で
ご
注
意
願
い
ま
す
。

期
　
間
平
成
十
五
年
二
月
十
七
日
（月
）
～

平
成
十
五
年
二
月
十
七
日
（月
）

（土
。日
を
除
く
。）

時
　
間
午
前
九
時
～
午
後
四
時
ま
で

（正
午
か
ら
午
後

一
時
ま
で
を
除
く
。）

税金を おさめてつく
天底 小

と未来
紀久子

ハ
■
花

る

謝

ユイマール まずは 身近な親金で
今帰仁中  嘉 数 厚 志

いかされている!感じませんかあなたの親
北山高  山 城 若 菜
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2 月//タロ月
|● |▲長父―
●離乳食実習 (1330～ 保llと

|セ ンター)

●ゆいま―る (今泊)
●操体法白主活コブ」(1000～ 保健センター)

12:00 ●新春バドミントン大会 (1&00～ lヽl営体育館)

ツ

●ゆいま―る (与那嶺) バスケットフェスティバル (900～ 村営体育館)

12:00 センター

13回ふれあい少年の翼 (本研修)(～ 9日 まで)
ハ ビ

BCG セ ン

●県立高校一般入学試験願書受付 (7日 まで)

TT:写我台甲鵬公肺座Q那
0～コミリ

(～ 9日 まで )
●なきじんデイケア (1&30～ 保健センター)
10ゆ いま―る (仲尾次)

センター

●ゆいま―る (渡喜仁)
● 中央公民館)

2003年 3月 /弥生
|●県 ′ゝ島戦 牛 莱 式

●ゆいま―る (呉我山)

センター

●llき康相談 (900～ 12Ю O保健センター)

●ゆいま―る (与ガド嶺)

セ リ

(8:00～ コミセン) I● リハビリ

●健康相談 徹00～ 1多 00保 l建センター)

― る

●親子バ ドミントン教室 (1830～ ガヽl営体育館 21日 まで)

BCG(14130～ センター)
いま―る

23日

ムラ・シマ

火
■
Ｉ
■
Ｂ

16日

生

付

村
社
会
福
祉
協
議
会

ヘ

○
土
地
義
盛
さ
ん
（上
運
天
八
四
三
）
よ
り
母
、
マ
カ
ト

様
の
香
典
返
し
と
し
て
五
万
円

○
仲
村
芳
子
さ
ん
（仲
宗
根
三

一
九
）
よ
り
夫
、
弘
様
の

香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

○
大
城
勝
さ
ん
（平
敷

一
三
）よ
り
父
、
甚
正
様
の
香
典

返
し
と
し
て
十
万
円

○
運
天
美
智
子
さ
ん
（仲
宗
根
二
人
四
士
一
よ
り
夫
、

政
邦
様
の
香
典
返
し
と
し
て
十
万
円

村
育
英
会

ヘ

○
大
城
勝
さ
ん
（平
敷

一
三
）
よ
り
父
、甚
正
様
の
香
典

返
し
と
し
て
十
万
円

ご
芳

志

あ
り

が

と
つ

ご
ざ

い
ま

し
た
。

村育英会 育英資金をお賞しします
～お申し込みは3月 1日 より～

今帰仁村育英会 (仲里吉徳会長)では次の通り、高校生、
専門学校生、大学生を対象に育英資金借り入れ希望の方を

募っています。

●貸付金額 (月額)

高校生……10,000円以内

県内大学生・専門学校生……20,000円以

県外大学生……25,000円以内

●貸付対象

今帰仁村に住所のある方の子弟で

または在学している方で経済的な

0申請期間
3月 1日 ～ 3月 31日

によ

☆手続きの詳しい方法は学校教育課・育英係
(a56-2645・ 2647)ま でご連絡をお願いします。

業 {



協
Ⅲ
外
子
允
年
ば
り
に
一
預
嵐
ド
Ｅｌ
ｒ
ム
が
柔
注
試
合
で
盗
儀

堡
硬

金
通
が
三
住

缶
宇
対
抗
少
年
駅
伝
大
会

青
少
年
の
健
全
育
成
と
親
睦
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
第
二
十
二
回
各
字
対
抗
少
年
駅

伝
大
会
が
、
十
二
月
十
五
日
、
村
運
動
公
園

ス
タ
ー
ト
、
本
部
町
中
央
公
民
館
前
ゴ
ー
ル

の
十
五
区
間

（二
十
二

・
五
九
キ
ロ
）
の
コ

ー
ス
で
行
わ
れ
た
。

大
会
に
は
、
二
十

一
チ
ー
ム

（本
部
町
十

一
、
今
帰
仁
村
十
）
が
出
場
し
、
健
脚
を
競

っ
た
。

村
勢
は
、
湧
川
チ
ー
ム
が
七
区
で
ト

ッ
プ

に
立
ち
、
後
半
も
各
走
者
安
定
し
た
走
り
で

逃
げ
切
り
、

十
九
年
ぶ
り

に
優
勝
、
終

盤
追
い
上
げ

て
き
た
今
泊

チ
ー
ム
が
二

秒
差
で
二
位
、

謝
名

・
越
地

チ
ー
ム
が
五

位
と
上
位
入

オ

賞
を
果
た
し

た
。

少
年
野
球
伊
江
島
交
流
試
合

野
球
を
通
し
て
北
部
地
域
の
子
ど
も
た
ち
の
親

睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
一
月
十

一
、
十
二
日
の

両
日
、
伊
江
村
青
少
年
旅
行
村
を
主
会
場
に
「少
年

野
球
伊
江
島
交
流
試
合
」
が
行
わ
れ
た
。

交
流
試
合
に
は
、北
部
地
域
か
ら
十
二
チ
ー
ム
が

参
加
し
、熱
戦
を
繰
り
広
げ
、本
村
か
ら
出
場
し
た

天
底
ド
リ
ー
ム
が
、決
勝
戦
で
恩
納
村
の
山
田
ジ
ュ

ニ
ア
を
三
対

一
で
退
け
見
事
優
勝
、平
良
元
樹
く
ん

（天
底
）
が
殊
勲
賞
、富
平
祐
和
く
ん
（渡
喜
仁
）
が
打

撃
賞
に
輝
い
た
。

▲ 1位でゴールする湧川チーム

・・ェ一オ一諄呼オ挙４

兼次中学校OB

▲監督を胴上げする天底ドリームナイン

冬鳥として村内でも10月 ～ 11月 頃から見ら
れ、頭が灰白色、体下面が鮮やかな橙色で、喉から

背、翼にかけて黒色で翼の白い斑が目立ちます。

スズメ位の大きさで、オス、メス共単独で縄張

りを持ち「ヒッ、ヒッ」と鳴き、尾をプルプルと震

わせ花園や芝生上で、昆虫類等を捕らえます。

寒い朝、ジョウビタキに出会うと心にも暖かさ

が染みてきます。

沖縄県鳥獣保護員 (仲村渠智)

村
内
中
学
校
統
合
に
伴
い
、
〓
一月
に
廃
校
と
な
る
兼
次
中

学
校
（新
城
英
彦
校
長
）
で
、同
校
卒
業
生
大
勢
が
母
校
の
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
集
い
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開
い
て
交
流
を

深
め
た
。

大
会
は
、廃
校
に
な
る
の
を

き

っ
か
け
に
昨
年
か
ら
開

い

て
お
り
、人
フ
年
は
二
十
代
の
卒

業
生
か
ら
五
十
代
ま
で
各
期

ご
と
に
編
成
し
た
二
十
四
チ

ー
ム
、約
二
百
人
が
出
場
し
た
。

決
勝
戦
は
、
四
十
九
期
生
対

四
十
二
期
生
が
対
戦
、延
長
の

末
、
四
十
九
期
生
が
優
勝
を
飾

っ
た
。試
合
後
は
同
校
体
育
館

で
懇
親
会
が
開
か
れ
た
。

▲仲良くゲームを始める両チーム

シリーガ今帰す住rプジ勤切たち⑫

ジョウビタキーッグミ科―
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